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(57)【要約】
【課題】挿入部を動かすことなく、流体の噴射方向を変
えることができるようにする。
【解決手段】曲げ方向に可撓性を有する流体供給チュー
ブ１０の先端部は、先端部本体２０に形成した挿通孔２
２内に挿通されて接着剤により固定されており、先端部
本体２０には、先端キャップ２１と対面する側が凹部と
なり、ノズルチップ２４を装着した収容部２３が形成さ
れ、ノズルチップ２４には噴射口２５ａとして開口する
ジェット噴射通路２５が穿設されており、ノズルチップ
２４に設けた一対の張り出し部２７にそれぞれ操作ワイ
ヤ２８が連結され、これら操作ワイヤ２８は本体操作部
１の内部に設けたプーリ３０に巻回して設けられ、この
プーリ３０には操作レバー３１が連結して設けられる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
本体操作部に連結して設けた挿入部の先端硬質部に流体供給源からの流体を噴射させるジ
ェット噴射通路を形成し、このジェット噴射通路から前記先端硬質部の前方に向けて流体
を噴射する内視鏡のジェット噴射装置において、
　前記先端硬質部には、前記ジェット噴射通路を配置した収容部を形成し、
　前記収容部には、前記ジェット噴射通路を少なくとも一方向に傾動させることにより、
流体の噴射方向を変化させる傾動駆動手段を設け、
　前記傾動駆動手段に伝達手段を接続して設け、
　前記本体操作部には、前記伝達手段を介して傾動駆動手段を遠隔操作する制御手段を設
ける
構成としたことを特徴とする内視鏡のジェット噴射装置。
【請求項２】
前記先端硬質部には球面受け部を形成し、前記傾動駆動手段は、前記ジェット噴射通路の
先端に前記球面受け部に対して摺接する球形部を有するノズルチップに連結して設ける構
成となし、前記ノズルチップには前記流体供給源に接続した流体供給チューブを延在させ
て設け、この流体供給チューブは少なくとも前記収容部内では曲げ方向に可撓性を有する
ものとなし、前記伝達手段は、先端が前記ノズルチップに連結され、押し引き操作により
前記ノズルチップの前記球形部を前記球面受け部に摺動して傾動させる少なくとも１本の
操作ワイヤから構成され、前記本体操作部に設けた前記制御手段は、前記操作ワイヤの押
し引き操作部材を有する構成したことを特徴とする請求項１記載の内視鏡のジェット噴射
装置。
【請求項３】
前記操作ワイヤは２本設けて、これらの操作ワイヤをプーリに巻回して設け、このプーリ
には操作レバーを連結する構成としたことを特徴とする請求項２記載の内視鏡のジェット
噴射装置。
【請求項４】
前記ノズルチップには、その前記球形部を前記球面受け部に対してセンタリングする復帰
ばねを装着する構成としたことを特徴とする請求項３記載の内視鏡のジェット噴射装置。
【請求項５】
前記流体供給源からの流体供給チューブは、前記先端硬質部に形成した挿通孔に挿通させ
て前記収容部に延在させ、前記ジェット噴射通路はこの流体供給チューブと一体的に設け
るか、または前記流体供給チューブに連結して設けて、このジェット噴射通路の先端部分
の外周面に、前記傾動駆動部を構成する少なくとも２箇所の可撓容袋と当接させて設け、
これら各可撓容袋に作動液体を給排することにより拡縮させて、前記ジェット噴射通路を
傾動させるようになし、前記本体操作部に設けた制御手段は、前記可撓容袋を拡縮制御す
る流体の給排を行うものとして構成したことを特徴とする請求項１記載の内視鏡のジェッ
ト噴射装置。
【請求項６】
前記可撓容袋は前記ジェット噴射通路を挟んで相対向するように２箇所設けられ、前記制
御手段は一方の可撓容袋を拡張させたときに、他方の可撓容袋を縮小させるように構成し
たことを特徴とする請求項５記載の内視鏡のジェット噴射装置。
【請求項７】
前記可撓容袋は前記ジェット噴射通路の周囲に３箇所または４箇所設けられ、前記制御手
段は、これら各可撓容袋内の液体の総量が一定で、各可撓容袋内への液体の分配比率を変
化させる構成としたことを特徴とする請求項５記載の内視鏡のジェット噴射装置。
【請求項８】
前記各可撓容袋にはチューブを接続し、このチューブの他端にはシリンダを接続して設け
、このシリンダにピストンを装着する構成となし、これら複数設けたピストンを連動して
シリンダに伸縮させるように操作する操作部材を備える構成としたことを特徴とする請求
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項５乃至請求項７のいずれかに記載の内視鏡のジェット噴射装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の挿入部の先端から洗浄液や薬液等を噴射するためのジェット噴射装
置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡には、流体を供給するための機構として観察窓を洗浄するための送気送水装置を
備えている。送気送水装置は、挿入部の先端における観察窓に近接した位置に設けた噴射
ノズルに流体供給路を接続することにより構成される。流体供給路は挿入部に連結した本
体操作部及びこの本体操作部から延在させたユニバーサルコードに挿通され、さらにこの
ユニバーサルコードから引き出されて、負圧発生機構及び送水タンクに接続される。そし
て、本体操作部には制御バルブが設けられ、この制御バルブを手指等で操作することによ
って、噴射ノズルから観察窓に向けて、洗浄液を噴射することができ、また加圧エアを観
察窓表面に吹き付ける構成とされる。
【０００３】
　このように、観察窓を洗浄するための送気送水装置に加えて、ジェット噴射装置を設け
たものもある。送気送水装置は、観察窓の表面に沿うように洗浄液なり加圧エアなりを供
給するためのものであり、従って挿入部の軸線方向に設けた流体供給路を噴射ノズルの部
位でこの挿入部の軸線とほぼ直交する方向に流れを変えるようにする。これに対して、ジ
ェット噴射装置は、体腔内壁から汚物を洗い流すために、また色素材や薬液等を噴射する
ためのものであり、従って挿入部の延長線方向に向けて流体を噴射させるように構成して
いる。
【０００４】
　ジェット噴射装置は、挿入部における先端硬質部の先端面にジェット噴射通路の噴射口
を開口させ、このジェット噴射通路には流体供給チューブを接続して設け、この流体供給
チューブを本体操作部に延在させて、本体操作部のケーシングに流体の注入口を設ける構
成となし、注入口にはシリンジや送液配管等が着脱可能に接続される。なお、ジェット噴
射装置は、流体の供給経路は１本であるから、送気送水装置のように、送気経路と送水経
路との供給制御を行うために制御バルブを設けるのではなく、シリンジを手動操作したり
、通常、送液配管の圧送用ポンプの作動用スイッチをオンオフさせる制御を行ったりする
ことによって、流体噴射制御が行われる。
【特許文献１】特開２００４－１９４９３９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述したように、ジェット噴射装置においては、挿入部の先端硬質部に真っ直ぐな通路
を形成したものから構成されるので、流体の噴射方向は挿入部の軸線方向の前方である。
従って、流体の噴射方向を変えるには、挿入部自体の方向を変えなければならない。挿入
部は、先端硬質部を所望の方向に向けるために、この先端硬質部には湾曲部が連結して設
けられており、湾曲部は本体操作部からの遠隔操作で所望の方向に湾曲させることができ
るようになっている。従って、ジェット噴射装置による流体の噴射方向を変える際に、湾
曲部を湾曲操作することによって、必ずしも挿入部全体を動かす必要はない。
【０００６】
　湾曲部を湾曲操作すると、ジェット噴射装置による流体の噴射方向を変えることができ
るが、これと同時に、観察窓による観察視野も変化することになる。つまり、前述した従
来技術のものにあっては、観察視野を変化させずに、ジェット噴射口から噴射させる流体
の噴射方向を変えることはできなかった。このために、例えば体腔内における所定の部位
を観察している間に、その周辺の付着物を除去しようとする操作を行う上で、不便や制約
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がある等の問題点を有している。
【０００７】
　本発明は以上の点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、挿入部を
動かすことなく、流体の噴射方向を変えることができるようにしたジェット噴射装置を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前述した目的を達成するために、本発明は、本体操作部に連結して設けた挿入部の先端
硬質部にジェット噴射通路を形成し、このジェット噴射通路から前記先端硬質部の前方に
向けて流体を噴射する内視鏡のジェット噴射装置であって、前記先端硬質部には、前記ジ
ェット噴射通路を配置した収容部を形成し、前記収容部には、前記ジェット噴射通路を少
なくとも一方向に傾動させることにより、流体の噴射方向を変化させる傾動駆動手段を設
け、前記傾動駆動手段に伝達手段を接続して設け、前記本体操作部には、前記伝達手段を
介して傾動駆動手段を遠隔操作する制御手段を設ける構成としたことをその特徴とするも
のである。
【０００９】
　ノズルチップのジェット噴射通路から噴射される流体としては、洗浄液や薬液，色素材
等からなる液体があり、また液体だけでなく、空気等の気体や薬液のミスト、さらには粉
体等であっても良い。この流体を供給するために、流体供給路をユニバーサルコードにま
で延在させて、常時流体の供給手段と接続するようにしても良いが、本体操作部に注入口
を形成する構成とするのが望ましい。この場合、注入口は栓部材で閉鎖可能とし、この栓
部材に代えて流体供給配管やシリンジ等の流体供給手段を着脱可能に接続できるようにす
る。
【００１０】
　ジェット噴射通路を傾けることによって、流体の噴射方向を変化させるが、先端硬質部
にジェット噴射通路の傾きを許容するように配置した収容部を形成する。この収容部には
ジェット噴射通路を傾動させる傾動駆動手段を設け、この傾動駆動手段を制御手段に接続
し、この制御手段を操作することによりジェット噴射通路を傾動させる。このために、ジ
ェット噴射通路は曲げ方向に可撓性を有する構成とするか、またはジェット噴射通路を硬
質パイプで形成して、流体供給手段からの流体供給チューブと連結する場合には、この連
結部を曲折可能な構成とする。
【００１１】
　傾動駆動手段は、従って、ジェット噴射通路を遠隔操作により曲げるためのものであっ
て、機械的に駆動するもの、流体圧により駆動するものが好適に用いられるが、電気的に
駆動するものや、磁気的その他の手段によってもジェット噴射通路を傾動させることがで
きる。
【００１２】
　機械的に駆動するものとしては、ジェット噴射通路をノズルチップに設け、このノズル
チップに球形部を形成するようになし、先端硬質部には球面凹部からなる球面受け部を形
成して、球形部を球面受け部に摺接させる構成とすることができる。ノズルチップには操
作ワイヤを連結して設けるが、この操作ワイヤは少なくとも１本、好ましくは２本設ける
ようにする。勿論、３本若しくは４本の操作ワイヤを設けても良いが、体腔内に挿入され
る挿入部には、直径に制約があることから、設けられる操作ワイヤの本数も限界はある。
内視鏡の挿入部には、それが連結される本体操作部に上下方向があり、ノズルチップは少
なくとも上方に向けて回動できるようにするのが望ましく、また上下方向に回動するよう
に構成するとなお良い。さらに、挿入部の内部スペースに余裕があれば、上下及び左右の
４方向に回動させるようにすることもできる。
【００１３】
　先端硬質部は、通常、金属製の先端本体に電気絶縁性を有する先端キャップを装着する
構成としている。この場合には、球面受け部を先端キャップの内側面に形成し、先端本体
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には、ノズルチップを収容する凹部を形成することができる。そして、ノズルチップの外
表面と先端キャップの球面受け部との間は気密状態にする必要があり、このために、球面
受け部とノズルチップの球形部との間にシール部材を介装する構成とする。また、ノズル
チップをシール部材に押圧するために、ノズルチップに復帰ばねを作用させることができ
る。そして、操作ワイヤに引っ張り力が作用していないときに、この復帰ばねはノズルチ
ップをセンタリングする機能を発揮させる。
【００１４】
　操作ワイヤには制御手段が連結されるが、この制御手段は操作ワイヤを押し引きするた
めにプーリを設けて、このプーリに操作ワイヤを巻回させ、ノブやレバーで回動操作する
ように構成することができる。また、スライド部材により操作ワイヤに引っ張り力を与え
るようにしても良い。さらには、モータで操作ワイヤを押し引きできるようにして、本体
操作部にはこのモータの作動を制御するスイッチを設けるようにすることもできる。
【００１５】
　流体圧を利用した傾動駆動手段としては、複数の可撓容袋から構成することができる。
ジェット噴射通路は曲げ方向に可撓性のあるチューブ材から構成して、このジェット噴射
通路を先端硬質部に設けた収容部への入口部分に固定して設け、この固定部から所定の長
さ収容部内に突出させるようにして配置する。この固定部から先端側にある程度離間した
位置に可撓容袋を少なくとも２箇所装着して、これら可撓容袋をジェット噴射通路の外面
に当接させる。各可撓容袋にはそれぞれ所定量の作動液体を貯留しておき、この作動液体
を給排することにより可撓容袋を拡縮させることによりジェット噴射通路を傾動させる。
従って、本体操作部に設けられる制御手段は作動液体を可撓容袋内に給排するためのもの
となる。
【００１６】
　可撓容袋は相対向するように２箇所設けるか、または３箇所若しくは４箇所設けるよう
にする。可撓容袋を２箇所設けた場合には、一方の可撓容袋を膨出させ、他方の可撓容袋
を収縮させることによって、ジェット噴射通路を、例えば上下方向に傾動させることがで
きる。また、３箇所若しくは４箇所設けた場合には、ジェット噴射通路を上下及び左右の
任意の方向に傾けることができる。
【００１７】
　可撓容袋に給排されるのは、非圧縮性の流体である作動液体とするが、可撓容袋には給
液チューブを接続して、この給液チューブを本体操作部内にまで延在させてシリンダに接
続し、このシリンダに装着したピストンを作動させることによって、作動液体を可撓容袋
に給排する。ここで、複数設けられる可撓容袋の作動液体の総量をほぼ一定となし、各可
撓容袋内の作動液体の分配比率を変化させることによって、ジェット噴射通路を所望の方
向に曲げることができる。従って、全てのシリンダを連動して駆動するように構成する。
可撓容袋が２箇所設けられている場合には、往復回動可能なレバーとなし、３箇所及び４
箇所、特に４箇所の可撓容袋を設けている場合には、操作レバーとしては、任意の方向に
回動操作できる構成とする。
【発明の効果】
【００１８】
　挿入部を動かすことなく、つまり観察視野を変化させることなく、挿入部の先端から噴
射される流体の方向を容易に変えることができ、流体の噴射方向を自在に制御できるよう
になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態について説明する。まず、図１に内視鏡の
全体構成を示す。同図において、１は本体操作部、２は挿入部、３はユニバーサルコード
である。本体操作部１に連結して設けた挿入部２は、本体操作部１への連結側から大半の
長さが軟性部２ａで、軟性部２ａの先端には湾曲部２ｂが、湾曲部２ｂの先端に先端硬質
部２ｃが連結して設けられている。湾曲部２ｂは、本体操作部１に設けた湾曲操作ノブ４
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を回動操作すると湾曲して、先端硬質部２ｃを所望の方向に向けられる。また、本体操作
部１には送気送水バルブ５及び吸引バルブ６が設けられており、さらに処置具導入部７も
設けられているが、これらは周知の構成であるから、詳細な説明は省略する。
【００２０】
　内視鏡にはジェット噴射装置が装着されており、図２乃至図４にジェット噴射装置の第
１の実施の形態を示す。このジェット噴射装置は、図２に示したように、本体操作部１の
後端部から挿入部２の先端硬質部２ｃに至る流体供給路を構成する流体供給チューブ１０
を有し、この流体供給チューブ１０は曲げ方向に可撓性を有する合成樹脂製のチューブで
形成されている。流体供給チューブ１０の先端部は先端硬質部２ｃの先端面にまで延在さ
れており、後端部は本体操作部１の後面部に栓部材により閉鎖可能な注入口１１として開
口している。この注入口１１には貯液タンク１２からの配管１３が着脱可能に接続できる
ようになっている。そして、この配管１３にはポンプ１４が設けられており、ポンプ１４
を駆動することによって、貯液タンク１２に貯留している液体が注入口１１から流体供給
チューブ１０に供給されるようになる。
【００２１】
　挿入部２の先端硬質部２ｃは、先端部本体２０と先端キャップ２１とから構成される。
先端部本体２０は高い強度を有する部材として、ステンレス等の金属材で形成され、この
先端部本体２０からなる導電部材が外部に露出しないようにするために、先端キャップ２
１が嵌着されている。従って、この先端キャップ２１は電気絶縁性を有する合成樹脂で形
成される。
【００２２】
　流体供給チューブ１０は、図３からも明らかなように、先端部本体２０に形成した挿通
孔２２内に挿通されており、この流体供給チューブ１０と挿通孔２２との間には接着剤が
装着されている。そして、先端部本体２０には、先端キャップ２１と対面する側が凹部と
なった収容部２３が形成されており、この収容部２３内にはノズルチップ２４が装着され
ている。ノズルチップ２４には噴射口２５ａとして開口するジェット噴射通路２５が貫通
するように穿設されており、流体供給チューブ１０はさらにこのジェット噴射通路２５内
に挿入されて、その内面に接着剤で固着されている。ここで、流体供給チューブ１０にお
けるノズルチップ２４の内部に位置する部位がジェット噴射通路２５となっている。そし
て、流体供給チューブ１０のうち、先端部本体２０の挿通孔２２の出口部分から収容部２
３の内部にまで延在させるが、本実施の形態においては、さらにノズルチップ２４内にも
挿通させている。なお、流体供給チューブ１０は必ずしもジェット噴射通路２５にまで延
在させる必要はなく、ノズルチップ２４におけるジェット噴射通路２５に接続されておれ
ば良い。
【００２３】
　ノズルチップ２４はジェット噴射通路２５を傾動させるための傾動駆動手段を構成する
ものであり、このノズルチップ２４の先端面は概略半球形状の球形部２４ａとなっている
。また、先端キャップ２１には、球形部２４ａと同じ曲率を有する凹球面形状の球面受け
部２１ａが形成されている。ノズルチップ２４は、その球形部２４ａが先端キャップ２１
の球面受け部２１ａに摺接している。この摺接部にはシール部材２６が介装されており、
これによって収容部２３は気密状態に保持されている。そして、先端キャップ２１におけ
るノズルチップ２４が臨む部位には大きな開口２１ｂが形成されており、ノズルチップ２
４はこの開口２１ｂの部位に噴射口２５ａを含む広い面が露出している。従って、ノズル
チップ２４は、先端キャップ２１と同様に、電気絶縁部材から構成される。
【００２４】
　ノズルチップ２４には１８０度の位置関係で張り出し部２７，２７が設けられており、
これら両張り出し部２７には、伝達部材を構成する操作ワイヤ２８がそれぞれ連結して設
けられている。そして、一対の操作ワイヤ２８の一方を引っ張り、他方を送り出すように
操作すると、ノズルチップ２４が傾動することになる。その結果、このノズルチップ２４
に形成したジェット噴射通路２５が図３に矢印で示したように、挿入部２の軸線方向を向
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いた直進噴射状態から、図４に矢印で示した傾斜噴射状態に変位することになる。これに
よって、流体供給チューブ１０から供給される流体が斜め方向に向けて噴射されることに
なる。
【００２５】
　ノズルチップ２４を傾動させるために、本体操作部１には制御手段が設けられている。
即ち、操作ワイヤ２８は先端部本体２０を貫通して挿入部２から本体操作部１内に延在さ
れており、この本体操作部１の内部に設けたプーリ３０に巻回して設けられている。そし
て、プーリ３０の回転軸３０ａは、本体操作部１のケーシングの外部に延在されており、
その先端部には操作レバー３１が連結して設けられている。
【００２６】
　また、操作レバー３１を操作して、ノズルチップ２４を傾動させた後、この操作レバー
３１に対する操作力を解除したときに、このノズルチップ２４が図３に示した直進噴射状
態に復帰させるために、ノズルチップ２４の両張り出し部２７と収容部２３との間には復
帰ばね３２が弾装されている。復帰ばね３２は、ノズルチップ２４の球形部２４ａをシー
ル部材２６に圧接させて、先端キャップ２１の球面受け部２１ａとの間の気密を確保する
機能も発揮するものである。これら復帰ばね３２はコイルばねから構成され、内部に操作
ワイヤ２８が挿通されている。さらに、操作ワイヤ２８は、その先端部本体２０を通過し
た位置から、本体操作部１内におけるプーリ３０に巻回される手前の位置までの部位には
、密着コイル３３内に挿通されている。
【００２７】
　本実施の形態は以上のように構成されるものであって、挿入部２を体腔内に挿入して、
その先端硬質部２ｃを検査すべき位置に配置して、体腔内の検査・観察を行う。ここで、
先端硬質部２ｃには、図２に示したように、観察窓４０が設けられており、この観察窓４
０には対物光学系４１が装着されている。そして、この対物光学系４１による結像位置に
は固体撮像素子４２が装着されており、この固体撮像素子４２により体腔内像を結像させ
、この映像信号を取り出して、図示しないモニタ画面に表示する。
【００２８】
　例えば、洗浄液を供給するとして、観察対象とする体腔内壁に洗浄液を供給して、汚損
物を洗い流すようにする。洗浄液を噴射するために、本体操作部１における注入口１１に
は洗浄液を貯留した貯液タンク１２に接続されている配管１３を接続しておき、例えばフ
ットスイッチ等を操作することによりポンプ１４を作動させる。これによって、洗浄液が
流体供給チューブ１０からノズルチップ２４に供給され、このノズルチップ２４における
ジェット噴射通路２５の噴射口２５ａから噴射することになる。ただし、通常は、この洗
浄液の噴射方向は挿入部２の軸線方向となるが、観察窓４０からの観察視野の方向が変わ
ることなく、つまり挿入部２における湾曲部２ｂを湾曲操作することなく、この方向以外
に洗浄液を噴射させることができる。従って、観察窓４０の前方を中心として、周辺部を
含む広い範囲を洗浄できることになる。
【００２９】
　このために、本体操作部１に設けた操作レバー３１を回動操作する。これによって、プ
ーリ３０が回動して、一対からなる操作ワイヤ２８，２８のうちの一方が引っ張られ、他
方が送り出されることになる。その結果、図４に示したように、ノズルチップ２５が回動
して、噴射口２５ａの方向が変化する。ここで、この操作ワイヤ２８の操作時に、ノズル
チップ２５は、その球形部２４ａが先端キャップ２１の球面受け部２１ａと面接触した状
態で、その表面に沿って摺動・変位する。このときに、ノズルチップ２５には復帰ばね３
２が作用しているので、先端キャップ２１から離間することがなく、球形部２４ａと球面
受け部２１ａとの間は当接した状態に保持される。
【００３０】
　以上のようにして、適宜操作レバー３１を操作して、ジェット噴射通路２５の噴射口２
５ａを所望の方向に向けながら、洗浄液を噴射させることによって、観察窓４０による観
察視野の中心を含む広い範囲にわたって洗浄液の供給がなされる。そして、洗浄液の噴射
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を終了すると、操作レバー３１を中立位置となし、つまり両操作ワイヤ２８，２８に引っ
張り力を作用させない状態とすることによって、これら両操作ワイヤ２８に挿通させた復
帰ばね３２の作用で、ジェット噴射通路２５が挿入部２の軸線と平行な方向を向く状態に
復元される。
【００３１】
　次に、図５及び図６は本発明の第２の実施の形態を示すものであって、前述した第１の
実施の形態では、ジェット噴射通路の方向を変化させるために、機械的な構成としたもの
を示したが、第２の実施の形態では、液圧の作用によりジェット噴射通路の方向を変化さ
せる構成としている。ここで、内視鏡の構成については、前述した第１の実施の形態と格
別の差異はないので、それらと同一または均等な部材については、同一の符号を付して、
その説明を省略する。
【００３２】
　図５において、挿入部２の先端硬質部２ｃは、金属等の剛性を有する部材から構成した
先端部本体２０と、この先端部本体２０の先端面を覆うように嵌合される合成樹脂からな
る先端キャップ２１とから構成されるのは、前述した第１の実施の形態を同様である。先
端硬質部２ｃを構成する先端部本体２０から先端キャップ２１にを軸線と平行な方向の貫
通孔４０が形成されている。この貫通孔４０内には、取付筒部材４１が装着・固定されて
おり、この取付筒部材４１は端板部４１ａを有し、先端側が開口しており、この端板部４
１ａより前方側の内部空間が収容部４２となっている。曲げ方向に可撓性を有する流体供
給チューブ４３は端板部４１ａを貫通するように設けられており、この流体供給チューブ
４３の収容部４２の内部に位置する部位が傾動可能なジェット噴射通路４４として機能す
るものである。従って、流体供給チューブ４３は、端板部４１ａに対して固着して設けら
れている。
【００３３】
　ジェット噴射通路４４を傾けるための傾動駆動手段は、このジェット噴射通路４４の先
端近傍位置を上下から挟むように設けた可撓容袋４５ａ，４５ｂから構成される。これら
の可撓容袋４５ａ，４５ｂは取付筒部材４１の内面に固定して設けられ、作動液体が封入
されている。そして、可撓容袋４５ａ，４５ｂにはそれぞれ伝達手段としての給液チュー
ブ４６ａ，４６ｂが接続され、これらの給液チューブ４６ａ，４６ｂは、本体操作部１内
にまで延在されて、それぞれシリンダ４７ａ，４７ｂに接続されている。シリンダ４７ａ
，４７ｂにはピストンが摺動可能に設けられており、このシリンダ４７ａ，４７ｂ内には
作動液体が貯留されている。シリンダ４７ａ，４７ｂ内にはピストン（図示せず）が設け
られており、ピストンシリンダ４７ａ，４７ｂ内を摺動することによって、可撓容袋４５
ａ，４５ｂに作動液体が給排されることになる。
【００３４】
　　ピストンにはピストンロッド４８ａ，４８ｂが連結して設けられており、それらの端
部には作動板４９ａ，４９ｂが連結して設けられている。そして、本体操作部１内には可
撓容袋４５ａ，４５ｂを拡縮させるための制御手段５０が設けられている。制御手段５０
は、枢軸５１を中心として上下方向に回動可能な傾動プレート５２を有し、傾動プレート
５２には押動突起５３ａ，５３ｂが突設されて、それぞれ作動板４９ａ，４９ｂに当接し
ている。また、作動板４９ａ，４９ｂには、ピストンロッド４８ａ，４８ｂをシリンダ４
７ａ，４７ｂから突出させるように付勢する付勢手段５４ａ，５４ｂが設けられている。
さらに、傾動プレート５２には操作レバー５５が連結して設けられており、この操作レバ
ー５５を操作することによって、傾動プレート５２を左右いずれかの方向に傾動させるこ
とになる。
【００３５】
　操作レバー５５は、常時には中立位置に保持されており、このときには、両シリンダ４
７ａ，４７ｂ内のピストンが同じ位置に配置される。これにより、上下の可撓容袋４５，
４５の膨出量はほぼ同じ大きさとなり、ジェット噴射通路４４の延在方向は挿入部２の先
端硬質部２ｃの軸線と概略一致する状態に保持される。



(9) JP 2009-153927 A 2009.7.16

10

20

30

40

50

【００３６】
　そこで、操作レバー５５を回動操作させると、例えば図６に示したように、傾動プレー
ト５２を傾動させたとする。これにより、上方に位置する押動突起５３ａが作動板４９ａ
を押動して、ピストンロッド４８ａをシリンダ４７ａ内に進入する方向に変位させ、また
下方に位置する押動突起５３ｂは作動板４９ｂから離間する方向に変位する。作動板４９
ｂには付勢手段５４ｂの付勢力が作用しているので、押動突起５３ｂの変位に作動板４９
ｂが追従することになり、ピストンロッド４８ｂがシリンダ４７ｂから伸長する。その結
果、上方のシリンダ４７ａからは可撓容袋４５ａ内に作動液体が供給されて、この可撓容
袋４５ａが内向きに膨出することになり、また下方の可撓容袋４５ｂ内の作動液体がシリ
ンダ４７ｂ側に流入して、この可撓容袋４５ｂを収縮させることになる。
【００３７】
　その結果、流体供給チューブ４３における取付筒部材４１の端板部４１ａから収容部４
２内に突出しているジェット噴射通路４４が図６に示した方向に傾斜することになる。従
って、ジェット噴射通路４４からの流体の噴射方向は図６の斜め下方に向けられることに
なる。また、操作レバー５５を反対方向に回動すると、下方の可撓容袋４５ｂが膨出し、
上方の可撓容袋４５ａが収縮することになるので、ジェット噴射通路４４が上方に向けて
傾斜することになる。
【００３８】
　以上の構成では、ジェット噴射通路４４を上下方向に傾斜させる構成としているが、図
７乃至図９に示したように、任意の方向に傾けることができるように構成することもでき
る。図７及び図８に示したように、本体操作部１内に支持ブロック６０を設け、この支持
ブロック６０の周囲には９０度毎にシリンダ６１が装着されており、これら各シリンダ６
１には給液チューブ６２が接続されている。一方、先端硬質部２ｃに形成した貫通孔６３
に装着した取付筒部材６４には、ジェット噴射通路６５の先端部分を囲繞するように、可
撓容袋６６が４箇所設けられている。これら各可撓容袋６６には、給液チューブ６２が接
続されており、作動液体を給排することにより拡縮することになる。そして、これら各可
撓容袋６６内に作動液体を給排し、しかも４箇所設けた可撓容袋６６の作動液体の総量を
ほぼ一定となるように保持して、各可撓容袋６６への作動液体の分配比率を変えることに
よって、ジェット噴射通路６５を任意の方向に傾動させる構成としている。
【００３９】
　このために、各シリンダ６１内のピストンに連結したピストンロッド６７の先端には作
動板６８が連結して設けられており、この作動板６８には付勢手段６９が作用している。
支持ブロック６０には球面受け部６０ａが設けられ、この球面受け部６０ａには揺動軸７
０の端部に設けた球体７１が係合しており、これによって自在継手が構成される。揺動軸
７０には揺動プレート７２が設けられており、この揺動プレート７２には、図８に示した
ように、放射方向に十字状の張り出し部７２ａを有するものである。これら各張り出し部
７２ａには押動突起７３が設けられており、これら各押動突起７３は作動板６８と当接し
ている。さらに、揺動プレート７２には操作レバー７４が設けられている。従って、制御
手段７５は、揺動軸７０，球体７１，押動突起７３を設けた揺動プレート７２及び操作レ
バー７４から構成される
【００４０】
　以上のように構成すると、本体操作部１に設けた制御手段７５を構成する操作レバー７
４を任意の方向に傾けるように操作すると、４箇所設けられているシリンダ６１内のピス
トンがそれぞれ作動して、それらが給液チューブ６２を介して接続されている可撓容袋６
６の作動液体が給排される。その結果、ジェット噴射通路６５は任意の方向に傾くことに
なり、より広い範囲にわたって流体を噴射することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明の第１の実施の形態を示すジェット噴射装置を組み込んだ内視鏡の外観図
である。
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【図２】図１の内視鏡に設けたジェット噴射装置の構成説明図である。
【図３】挿入部の先端硬質部の要部断面図である。
【図４】ノズルチップを回動操作した状態を示す図３と同様の断面図である。
【図５】本発明の第２の実施の形態を示すジェット噴射装置の構成説明図である。
【図６】図５とは異なる作動状態を示す作動説明図である。
【図７】本発明の第３の実施の形態を示すジェット噴射装置の構成説明図である。
【図８】第３の実施の形態における制御手段を拡大して示す正面図である。
【図９】第３の実施の形態における挿入部の先端硬質部に装着される取付筒部材を拡大し
て示す正面図である。
【符号の説明】
【００４２】
１　本体操作部　　　　　　　　　　　２　挿入部
２ｃ　先端硬質部　　　　　　　　　　１０，４３　流体供給チューブ
１１　注入口　　　　　　　　　　　　１２　貯液タンク
１３　配管　　　　　　　　　　　　　１４　ポンプ
２０　先端部本体　　　　　　　　　　２１　先端キャップ
２１ａ　球面受け部　　　　　　　　　２２　挿通孔
２３　収容部　　　　　　　　　　　　２４　ノズルチップ
２４ａ　球形部　　　　　　　　　　　２５，４４，６５　ジェット噴射通路
２５ａ　噴射口　　　　　　　　　　　２７　張り出し部
２８　操作ワイヤ　　　　　　　　　　３０　プーリ
３１　操作レバー　　　　　　　　　　３２　復帰ばね
４０，６３　貫通孔　　　　　　　　　４１，６４　取付筒部材
４５ａ，４５ｂ，６６　可撓容袋　　　４７ａ，４７ｂ，６１　シリンダ
５０，７５　制御手段　　　　　　　　５２　傾動プレート
５３ａ，５３ｂ，７３　押動突起　　　５４ａ，５４ｂ，６９　付勢手段
５５，７４　操作レバー　　　　　　　７０　揺動軸
７１　球体　　　　　　　　　　　　　７２　揺動プレート
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